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　６月５日に順天堂大学さくらキャンパス啓
心寮の寮生による、恒例の裸まつりが中央台
公園をメイン会場に行われました。
　同まつりは、学生と町民との交流を図るこ
とを目的に行われて今回で29回目。
　当日、約４００人の寮生が３基の樽神輿を
担ぎながら町内を練り歩き、コース沿道で待
つ町民からバケツに入った「歓迎の水」を浴
びせられると、「水をくれ、水をくれ」と大
きな歓声を上げながら、町民との交流を楽し
んでいました。



○
投
票
で
き
る
方

　
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
次
の
方
で
す
。

　
平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
28
年
３
月
21

日
以
前
に
酒
々
井
町
に
転
入
の
届

け
出
を
し
、
引
き
続
き
３
か
月
以

上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

○
平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
転

入
届
を
さ
れ
た
方

　
当
町
で
は
投
票
が
で
き
ま
せ

ん
。
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
住
所
地

で
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不

在
者
投
票
制
度
も
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
前
住
所
地
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
町
内
で
転
居
さ
れ
た
方

　
平
成
28
年
６
月
18
日
以
降
に
転

居
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期
 
間
　
６
月
23
日
㈭
�
７
月
９

日
㈯
ま
で
の
毎
日

時
 
間
　
８
時
30
分
�
20
時

会
 
場
　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２

多
目
的
室

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日

に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
投
票
が
で
き
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
投
票
す
る
方

は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り

宣
誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
宣
誓
書
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
に
『
期
日
前
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
』
を
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
記
入
の

う
え
、
本
人
が
期
日
前
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
他
市
町
村
に
滞

在
中
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
方
、

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
病
院
等
に
入
院
（
入
所
）

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
入
場
券
を
持
参

　
公
示
日
（
６
月
22
日
）
以
降
に
、

圧
着
式
封
書
の
投
票
所
入
場
券
を

郵
送
し
ま
す
。
１
枚
の
封
書
に
同

一
世
帯
で
最
大
６
人
分
の
入
場
券

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
切
り
離
し
て
本
人
が
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
入

場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で
き
ま

す
。）

○
郵
便
等
に
よ
る
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
区

分
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
し
、
自
ら
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た

方
（
代
理
記
載
人
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
の
配
布

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

等
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
７
月

６
日
㈬
の
朝
刊
に
新
聞
折
り
込
み

し
ま
す
。
毎
月
、
町
の
広
報
紙
を

郵
送
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
同
様

に
郵
送
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
役
場
、
中
央
公
民

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
プ
リ
ミ
エ

ー
ル
酒
々
井
、
コ
ミ
�
ニ
テ
�
プ

ラ
ザ
に
も
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
４

①
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙

　 

⋮
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　 

⋮
候
補
者
名
ま
た
は
政
党

名
の
い
ず
れ
か
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

投
票
は

　
２
回
行
い
ま
す

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
　
票
　
日
　
　
7
月
10
日
㈰

投
票
時
間
　
　
7
時
〜
20
時

今
回
の
選
挙
か
ら
18
歳
以
上
の
方
が
投
票
で
き
ま
す

2
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各  投  票  所  案  内  図

※第6投票所は、駐車場がありませんので、車の利用はご遠慮ください。

第１投票区 酒々井小学校体育館投票所

地　区 酒々井

第５投票区 中央公民館講堂投票所

地　区 下台、中央台１丁目～４丁目

第６投票区 アイビ・ネオハイツ酒々井集会所投票所

地　区 東酒々井４丁目～６丁目

第２投票区 大崎自治会館投票所

地　区
中川、上岩橋、柏木、下岩橋、伊篠
伊篠新田、篠山新田、今倉新田

第３投票区 酒々井コミュニティプラザ投票所

地　区 墨、尾上、飯積

第７投票区 隣保館会議室投票所

地　区 上本佐倉、本佐倉、上本佐倉１丁目

第８投票区 馬橋青年館投票所

地　区 馬橋

第４投票区 大室台小学校投票所

地　区
東酒々井１丁目～３丁目
ふじき野１丁目～３丁目

給食センター

至千葉

至千葉

至千葉

至成田

至成田

至富里

至富里

至成田

至千葉

至佐倉至富里

大森公園

至八街至国道51号

国道296号

至佐倉
至佐倉至成田

至八街

至大佐倉

至成田
至宗吾

県道宗吾酒々井線

歩道橋

国道51号

国道51号

国道51号

役場

役場

歩行者のみ
通行可

保
健
セ
ン
タ
ー

プリミ
エール
酒々井

橋
道
歩

GS ラーメン屋

ファミリーレストラン
岩橋保育園

消防署
上郷自治会館

至国道296号

（旧大崎青年館）

駅
井
々
酒
Ｒ
Ｊ
至

園
公
木
の
柿

至佐
倉 国道296号

国道296号

旧国道296号

園
公
和
昭

15棟 16棟

6 棟

5 棟

3 棟

8 棟

4 棟

東酒々井５丁目

成城台入口

　大型
スーパー

上本佐倉
同和対策
　集会所

駐車
場

飯積

酒々井
リサイクル文化センター

酒々井パーキング

東関東自動車道

コンビニ

線
井
々
酒
里
富
道
県

県道成東酒々井線

猿楽場
青年館

道
車
動
自
東
関
東

JR南酒々井駅

Ｒ
Ｊ

駅
井
々
酒

〒

酒々井小学校
　　　体育館

中央公民館講堂

アイビ・ネオハイツ酒々井集会所

隣保館

馬橋青年館

大室台小学校

酒々井コミュニティプラザ

大崎自治会館



（2016年市町村振興宝くじ）
賞金は１等・前後賞合わせて7億円!
サマージャンボミニ7000万も同時発売

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

販売期間：７月６日㈬～７月２９日㈮
抽 選 日：８月９日㈫

ご購入は、ぜひ“千葉県内”の宝くじ売り場で!!

　
町
で
は
、
子
育
て
や
保
育
に
関

す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
子
育
て

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
�
（
利
用
者
支
援

事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
施
設
や
知
っ
て
お
く
と
便

利
な
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な
ど

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　
あ
い
あ
い
ル
ー
ム
で
お
子
さ
ん

と
遊
び
な
が
ら
、
お
気
軽
に
お
話

し
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？

＊
子
ど
も
を
１
日
だ
け
預
け
た

い
。

＊
同
世
代
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
て

あ
げ
た
い
。

＊
週
２
�
３
日
だ
け
働
き
た
い
。

＊
保
育
園
、
幼
稚
園
、
ど
ち
ら
に

入
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
。

な
ど
、
妊
娠
中
や
子
育
て
の
困
り

ご
と
を
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
他
の
施
設
や
機
関
へ
の
相
談
が

必
要
な
場
合
は
、
連
絡
や
調
整
を

し
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

会
 
場
　
あ
い
あ
い
ル
ー
ム
（
役

場
西
庁
舎
１
階
）

時
 
間
　
９
時
30
分
�
16
時

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

　
平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29
年

６
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
の
受
け
付
け

を
７
月
１
日
㈮
か
ら
税
務
住
民
課

年
金
班
の
窓
口
で
開
始
し
ま
す
。

　
申
請
に
は
年
金
手
帳
、
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
　

︻
全
額
免
除
︼

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
全
額
免
除

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱
い

と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反
映

さ
れ
ま
す
。

【
一
部
免
除
】

　
日
本
年
金
機
構
が
承
認
し
た
一

部
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
そ
の

期
間
は
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱

い
と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反

映
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
保
険
料
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
未
納
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
失
業
に
よ
る
特
例
】

　
退
職
後
、
特
定
の
書
類
（
雇
用

保
険
関
係
書
類
・
辞
令
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
免
除
審
査
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
】

　
50
歳
未
満
の
方
が
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
承
認
を
受
け
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
済
み
期

間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
７
月
か
ら
納
付
猶
予

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
�
30
歳
未

満
か
ら
50
歳
未
満
に
な
り
ま
し
た
。

　　　
先
に
記
し
た
免
除
制
度
は
、
い

ず
れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
本
人
と

配
偶
者
と
世
帯
主
の
平
成
27
年
所

得
で
す
。

※
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
の
場
合

は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
審

査
対
象
で
す
。

　
過
去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま

で
免
除
申
請
が
で
き
ま
す
。
経
済

的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
未
納
に
せ
ず
税

務
住
民
課
年
金
班
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
年
金

班
☎

１
２
１ 

・
１
２
２

国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

あいあいルームの様子

4

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す

免
除
・
猶
予
の
種
類

過
去
の
年
金
保
険
料
も

免
除
申
請
で
き
ま
す



　
町
で
は
、
中
学
校
３
年
生
ま
で

の
子
ど
も
を
扶
養
す
る
保
護
者
の

方
に
、「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
」（
以
下
「
受
給
券
」）
を
発

行
し
、
医
療
費
の
助
成
を
し
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
が
、
医
療
機
関
等
に
か

か
っ
た
時
に
支
払
う
自
己
負
担
額

（
０
円
ま
た
は
２
０
０
円
）
は
、

７
月
１
日
時
点
で
、
そ
の
子
が
属

す
る
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て

決
定
し
、
８
月
１
日
か
ら
有
効
と

な
る
受
給
券
を
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

　
転
入
な
ど
に
よ
り
本
年
１
月
１

日
に
酒
々
井
町
に
住
民
登
録
が
な

か
っ
た
方
は
、
自
己
負
担
額
決
定

に
必
要
と
な
る
、
次
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
課
税
状
況
を
証
明
す
る
書
類
� 

　
次
の
い
ず
れ
か
一
つ

▼
市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
（
平
成
28
年
１
月
１
日
現

在
に
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で

交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税
が
給

与
天
引
き
の
方
）

▼
市
町
村
民
税
納
税
通
知
書
の
写

し
（
住
民
税
が
給
与
天
引
き
以
外

の
方
）

※
た
だ
し
、
非
課
税
や
均
等
割
の

み
課
税
の
場
合
は
、
子
ど
も
の
属

す
る
世
帯
全
員
の
非
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

※
６
月
児
童
手
当
現
況
届
に
お
い

て
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

提
出
不
要
で
す
。

　
な
お
、
書
類
の
提
出
が
な
い
方
、

未
申
告
等
に
よ
り
課
税
状
況
が
不

明
な
方
に
は
、
市
町
村
民
税
課
税

世
帯
の
扱
い
で
受
給
券
を
交
付
し

ま
す
。

提
出
期
限
　
７
月
８
日
㈮

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

私
立
幼
稚
園
の

保
育
料
を

補
助
し
ま
す

　
保
育
料
の
補
助
申
請
は
、
幼
稚

園
か
ら
配
布
さ
れ
る
申
請
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付

書
類
を
添
え
て
、
通
園
中
の
幼
稚

園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
対
象
世
帯
と
補
助
金
額
�

 〈
表
〉
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

�
申
請
書
の
添
付
書
類
�

　
平
成
28
年
度
の
住
民
税
の
課
税

内
容
が
わ
か
る
も
の
（
父
母
と
そ

れ
以
外
の
家
計
の
主
宰
者
で
あ
る

扶
養
義
務
者
の
確
認
が
で
き
る
証

明
書
）

▼
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税
が
給

与
天
引
き
の
方
）

▼
市
町
村
民
税
納
税
通
知
書
の
写

し
（
住
民
税
が
給
与
天
引
き
以
外

の
方
）

　
右
記
の
通
知
書
が
な
い
場
合
や

非
課
税
の
方
は
、
役
所
が
発
行
す

る
市
（
町
）・
県
民
税
の
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書

※
補
助
金
は
年
度
末
に
幼
稚
園
を

通
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
　

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
２

備考
１　世帯構成員中２人以上に所得がある場合、父母とそれ以外の家計の主宰者である扶養義務者の所得割課税額を合算します。
２　 表中、第４階層以下の区分に該当する世帯については、年齢に関わらず、保護者と生計を一にする兄または姉を多子計算の算定対象と

します。ただし、第５階層以上の区分に該当する世帯については、小学校３年生以下の兄または姉を多子計算の算定対象とします。
３　途中入退園および休園により、入園料および保育料が在園期間に応じて支払われている場合の補償限度額は、減額して適用します。

＜表＞対象世帯と補助金額

階層
区分 対象となる保護者の世帯

補助金の額（年額） ひとり親世帯等の特例

第１子 第２子 第３子 第１子 第２子 第３子

第１
階層 生活保護世帯 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円

第２
階層 市町村民税非課税世帯 ２７２，０００円 ２９０，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円

第３
階層

市町村民税の所得割額が
非課税の世帯 ２７２，０００円 ２９０，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円

第４
階層

市町村民税の所得割課税
額が77,100円以下の世帯 １１５，２００円 ２１１，０００円 ３０８，０００円 ２１７，０００円 ３０８，０００円 ３０８，０００円

第５
階層

市町村民税の所得割課税
額が211,200円の世帯 ６２，２００円 １８５，０００円 ３０８，０００円

第６
階層

上記区分以外の世帯
（所得制限なし） ━ １５４，０００円 ３０８，０００円
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中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を

助
成
し
ま
す

８
月
か
ら
有
効
と
な
る
受
給
券

を
郵
送
し
ま
す



　
大
地
震
へ
の
対
策
を
考
え
る
う

え
で
、
住
宅
の
地
震
対
策
は
耐
震

改
修
工
事
が
最
も
直
接
的
な
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
耐
震
改
修
工
事
が
経

済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
行
え
な
い

場
合
に
は
、
万
一
、
地
震
に
よ
り

家
屋
が
倒
壊
し
て
も
一
定
の
空
間

を
確
保
す
る
こ
と
で
命
を
守
る
装

置
と
し
て
比
較
的
安
価
で
簡
単
に

設
置
で
き
る「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

や
「
防
災
ベ
ッ
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
特
に
避
難
弱

者
と
な
る
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
に
対
し
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー 

・

防
災
ベ
ッ
ド
を
整
備
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
所
有
す
る

方
（
所
有
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
る

方
を
含
む
）。

②
当
該
年
度
の
末
日
に
満
65
歳
以

上
の
方
、
ま
た
は
障
害
者
の
方
が

居
住
し
て
い
る
世
帯
。

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

④
暴
力
団
員
で
な
い
方
。

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

①
町
に
あ
る
自
己
所
有
の
木
造
住

宅
（
在
来
工
法
）
で
、
一
戸
建
て

住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
２
階
建

て
以
下
）。

②
町
で
実
施
し
て
い
る
他
の
制
度

で
住
宅
耐
震
工
事
等
の
補
助
を
受

け
て
い
な
い
住
宅
。

③
建
築
基
準
法
、
都
市
計
画
法
お

よ
び
関
係
法
令
等
に
違
反
し
て
い

な
い
住
宅
。

【
補
助
金
額
】

①
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
：
全
額
（
上

限
50
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

②
防
災
ベ
ッ
ド
：
全
額
（
上
限
20

万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
整
備
に
伴
う
、
床
の
補
強
工
事
、

家
具
の
転
倒
防
止
工
事
、
運
搬
等

に
要
す
る
費
用
も
含
む
。

※
一
戸
に
つ
き
、
い
ず
れ
か
１
台

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な

り
ま
す
。

【
申
請
受
付
︼
７
月
１
日
㈮
�
平

成
29
年
１
月
31
日
㈫

※
必
ず
工
事
の
契
約
、
着
工
前
に

ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
相
談
の
う
え
、

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
３ 

・
１
5
６

　
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の

「
特
定
健
康
診
査
」
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

の
「
高
齢
者
の
健
康
診
査
」
を
６

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

健
診
予
備
日
（
以
下
「
予
備
日
」）

に
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
受
診
票
が
届
い
て
い
る
方
は
予

備
日
に
受
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
受
診
票
が
な
い
方
は

予
備
日
に
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
生
活
習
慣
病
や
そ
の
前
兆
で
あ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
そ
の
予
備
群
を
早
期
に
発
見
・

改
善
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

※
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助
成
を
利

用
（
予
定
含
む
。）
の
方
は
、「
特

定
健
康
診
査
」
や
「
高
齢
者
の
健

康
診
査
」
を
受
け
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

健
診
予
備
日
　
７
月
26
日
㈫

受
付
時
間
　
８
時
30
分
�
11
時

会
 
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
国
保

班
☎

１
２
３ 

・
１
２
４

　
社
会
保
険
で
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
の
「
特
定
健
康
診
査
」
は
12
月

９
日
㈮
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

　
な
お
、「
受
診
券
」
の
入
手
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
組
合
ま
た
は
勤
務
先

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
一
般
社
団
法
人
　

千
葉
衛
生
福
祉
協
会
千
葉
診
療
所

☎
（
２
２
４
）
２
０
１
６

高
齢
者
・
障
害
者
の
方
へ

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ
ド
の

整
備
費
用
を
補
助
し
ま
す

広告

木
造
住
宅
耐
震
シ
�
ル
タ
�

等
緊
急
整
備
費
補
助
金

      

 ︵
平
成
30
年
度
ま
で
︶

わらべうたであそぼう

6

受
け
ま
し
た
か
？

特 

定 

健 

診

社
会
保
険
で

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
へ
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総医療費（百万円）

総医療費（百万円）

総加入者（人）

65歳～74歳加入者（人）

H25年度 H26年度

総加入者（人） 65歳～74歳加入者（人）

（人） （百万円）

　
８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
に
な
れ

る
保
険
証
を
７
月
中
に
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た

ら
、
世
帯
の
加
入
状
況
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
古
く
な
っ
た
前
の
保
険

証
は
、
各
自
で
処
分
す
る
か
税
務

住
民
課
国
保
班
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

　
平
成
27
年
度
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
の

納
付
が
済
ん
で
い
な
い
世
帯
に

は
、「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」

を
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、

国
保
税
を
納
付
す
る
か
、
納
付
で

き
な
い
場
合
は
、
担
当
窓
口
で
必

ず
納
付
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」
が

届
い
た
世
帯
の
保
険
証
は
、
原
則

と
し
て
窓
口
で
の
交
付
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、

高
齢
者
の
加
入
割
合
が
多
い
こ
と
、

入
院
治
療
が
多
い
こ
と
、
治
療
が

長
期
化
す
る
こ
と
な
ど
が
要
因
で

増
え
続
け
、
医
療
費
の
総
額
は
近

年
20
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。〈
表

１
〉
の
と
お
り
、
町
の
１
人
当
た

り
の
医
療
費
は
千
葉
県
平
均
よ
り

高
く
、
平
成
26
年
度
は
県
内
54
保

険
者
中
13
番
目
に
高
い
水
準
で
し

た
。

　
日
頃
か
ら
、
食
事
・
運
動
・
睡

眠
な
ど
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治
療

や
お
薬
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診

す
る
際
は
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

①
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
医

師
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
早
め
の
受
診
を
心
が
け
、
重
症

化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
医
療
費
に
も
家
計
に
も
や
さ
し

い
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
役
立
て
る
よ
う
人
間
ド

ッ
ク
費
用
の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
助
成
割
合
を
６

割
か
ら
７
割
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。

【
助
成
の
対
象
】

　
35
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

継
続
し
て
加
入
し
て
い
る
方
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
納
期
到
来
分
ま
で
の
保

険
税
（
料
）
が
納
め
ら
れ
て
い
る

方
。
　

【
利
用
方
法
】

①
医
療
機
関
に
直
接
日
時
な
ど
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

②
保
険
証
を
持
っ
て
税
務
住
民
課

国
保
班
で
申
請
手
続
き
を
し
て
、

利
用
承
認
書
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

③
健
診
の
当
日
は
、
保
険
証
と
利

用
承
認
書
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
助
成
の
対
象
と
な
る
医
療
機
関

は
、〈
表
２
〉
の
医
療
機
関
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
国
保

班
☎

１
２
４

＜表1＞　

国
民
健
康
保
険

＜表２＞助成の対象となる医療機関
成田赤十字病院

☎0476（22）2311
佐倉厚生園病院

☎043（484）2161
八街総合病院

☎043（443）7311
聖隷佐倉市民病院
☎043（486）0006

成田富里徳洲会病院
☎0476（85）5313

１
日

費用額 44,064（71,064）円 41,040（65,880）円 45,360円 42,120（79,920）円 43,200（70,200）円
助成額 30,845（49,745）円 28,728（46,116）円 31,752円 29,484（55,944）円 30,240（49,140）円
利用者負担 13,219（21,319）円 12,312（19,764）円 13,608円 12,636（23,976）円 12,960（21,060）円

１
泊
２
日

費用額 64,584（91,584）円 60,480（85,320）円

※（　）内は脳ドックとのセット料金です。
※ご利用料金は、変更になる場合がありますので
　あらかじめご了承ください。

助成額 45,209（64,109）円 42,336（59,724）円
利用者負担 19,375（27,475）円 18,144（25,596）円

通
院
２
日

費用額 57,024（84,024）円 49,680（74,520）円
助成額 39,917（58,817）円 34,776（52,164）円
利用者負担 17,107（25,207）円 14,904（22,356）円
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新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税

と
保
険
証

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

７
割
を
助
成
し
ま
す

保
険
証
は
適
正
に

ご
利
用
く
だ
さ
い



　
国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国

保
税
」）
は
、
加
入
者
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ

て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
納
税
通
知
書
を
７
月
15
日
㈮
に

発
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
国
保
税
の
算
定
は
、
医
療
費
等

の
支
出
を
目
的
に
算
定
さ
れ
る
医

療
分
と
、
75
歳
以
上
の
方
の
医
療

を
支
援
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
、
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
は

介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
の
で
介
護
分
を
合
わ
せ
て

算
定
し
ま
す
。

　
税
率
に
つ
い
て
は
、〈
表
〉
の

と
お
り
で
す
。

　
国
保
税
は
、
納
付
書
で
町
が
定

め
る
金
融
機
関
に
納
め
て
い
た
だ

く
方
法
と
、
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
、
世
帯
主
の
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し
に
な
る
年
金

特
別
徴
収
の
３
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
年
金
特
別
徴
収
は
世
帯
主
も
含

め
た
65
歳
以
上
の
加
入
者
だ
け
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
年
金
特
別
徴
収
は
届
け

出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
に
関
す
る
ご
相
談

は
、
窓
口
や
電
話
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
世
帯
内
に
加
入
者

が
い
れ
ば
納
税
通
知
書
は
世
帯
主

宛
に
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
２ 

・
１
１
３

納
付
相
談
　
税
務
住
民
課
収
税
班

☎

１
１
７ 

・
１
１
８

広告

7/237/23開催開催（土曜日）

区　　分 課　税　対　象
税　率　等

医療分 後期高齢者
支援金分 介護分

所得割 平成 27 年中の総所得金額から 33 万円を差し引いた額 5.6％ 2.7％ 1.4％

資産割 平成 28 年度の土地・家屋に係る固定資産税額 25.0％

均等割 加入者 1 人当たり 23,000 円 6,400 円 13,000 円

平等割 加入世帯 1 世帯当たり 31,200 円

課税限度額 470,000 円 120,000 円 90,000 円

＜表＞平成28年度国民健康保険税の税率
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納
税
通
知
書
は
７
月
15
日
㈮
に

発
送
し
ま
す

保
険
税
率
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん

国
保
税
の
納
付
方
法

納
税
通
知
書
は

世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す



　
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
の
方
に
平
成
28
年

度
の
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な

方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

制
度
で
す
。
保
険
料
は
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財

源
で
す
の
で
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
設
定
保
険
料
は
、
昨
年

度
と
変
わ
ら
ず
〈
表
１
〉
の
と
お

り
で
す
。
保
険
料
は
、
３
年
に
１

度
見
直
し
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
人

口
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
総
費
用

な
ど
を
推
計
し
、
現
在
の
基
金

（
介
護
保
険
に
お
け
る
貯
金
）
を

考
慮
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
次

回
の
改
定
は
、
平
成
30
年
度
の
予

定
で
す
。

【
特
別
徴
収
】

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年

金
な
ど
か
ら
保
険
料
が
引
き
落
と

さ
れ
る
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
と

い
い
ま
す
。
年
額
18
万
円
（
月
額

１
万
５
千
円
）
以
上
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
の
保
険
料
は
年
金
か
ら

の
引
き
落
と
し
と
な
り
、
納
期
は

〈
表
２
〉
の
と
お
り
で
す
。

　
保
険
料
は
、
４ 

・
６ 

・
８
月

は
仮
の
保
険
料
と
し
て
、
前
年
度

の
２
月
分
と
同
額
の
保
険
料
額
と

な
り
、
７
月
に
年
間
の
保
険
料
が

決
定
さ
れ
た
後
、
10
・
12
・
２
月

の
保
険
料
で
４ 

・
６ 

・
８
月
の

保
険
料
を
差
し
引
い
て
調
整
さ
れ

ま
す
。

【
普
通
徴
収
】

　
納
付
書
ま
た
は
、
口
座
振
替
に

よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を

普
通
徴
収
と
い
い
ま
す
。
年
度
の

途
中
で
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
や
、

他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
な
ど
に
つ
い
て
も
普
通
徴
収
と

な
り
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
納
期
は
〈
表
２
〉
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
、
普
通
徴
収
の
方
は
、
口

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
簡
単
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
て
便
利
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
に
同
封
さ
れ
た
口
座

振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
銀
行
等
届
け
出
印
を
押
印
の

う
え
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
負
担
割
合
証
は
、
７
月

中
に
認
定
者
全
員
に
送
付
し
ま
す
。

　
食
費
・
部
屋
代
の
利
用
者
負
担

段
階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
つ

い
て
、
現
在
は
課
税
年
金
（
老
齢

年
金
な
ど
）
収
入
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月
か
ら
非

課
税
年
金
（
遺
族
年
金
・
障
害
年

金
）
収
入
も
含
め
て
判
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

更
新
の
申
請
書
類
を
７
月
中
に
郵

送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
班
☎

１
３
１ 

・
１
３
２

介
護
保
険
は
支
え
あ
い
の
制
度
で
す

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
安
定
し
た

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す

＜表2＞平成28年度　介護保険料の納期

納　　　　　期　　　　　月

４月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 12 月 29 年
２月

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜表１＞第１号被保険者保険料（65 歳以上の方の保険料）

所得段階 対　　　　象　　　者 保険料（年額）

第１段階 生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で世帯全
員が住民税非課税の方 ２１，１００円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と年金
以外の所得の合計が 80 万円以下の方 ２１，１００円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と年金以外
の所得の合計が 80 万円を超え120 万円以下の方 ３０，４００円

第４段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と年金
以外の所得の合計が 120 万円を超えている方 ３５，１００円

第５段階 住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年金以外の
所得の合計が 80 万円以下の方 ３９，８００円

第６段階 住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年金以外の
所得の合計が 80 万円を超えている方 ４６，８００円

第７段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 125 万円
未満の方 ５３，８００円

第８段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 125 万円
以上 200 万円未満の方 ５８，５００円

第９段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円
以上 290 万円未満の方 ７０，２００円

第10段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 290 万円
以上の方 ７９，６００円

　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す
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平
成
28
年
度
の

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
と
納
期

利
用
者
負
担
割
合
証
の
送
付

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽
減
の

見
直
し
に
つ
い
て



　
町
と
「
酒
々
井
町
高
齢
者
見
守

り
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
て
い
る
㈱
セ
ブ
ン
│

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
�
パ
ン
が
、
高
齢
者
の

雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
仕
事
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
 
時
　
７
月
27
日
㈬
　
10
時
�

12
時

会
 
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

会
議
室

対
 
象
　
概
ね
60
歳
以
上
の
方

（
年
齢
上
限
な
し
）

定
 
員
　
30
人
程
度
（
申
し
込
み

順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
経
済

環
境
課
商
工
観
光
班
☎

３
４
５

　
７
月
は
、﹃
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
﹄
�
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
�
強
調
月
間
と
し
て
、
全

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
　
　
　

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
運
動
で
す
。

　
町
で
も
７
月
４
日
㈪
、
朝
の
出

勤
時
間
帯
に
Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
と
京

成
酒
々
井
駅
で
町
長
、
保
護
司

会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
が
更
生
し
て
円
滑
に
社
会
復
帰

で
き
る
よ
う
、
こ
の
運
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
５

広告

　
６
月
10
日
、
千
葉
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
総
会
が
千
葉
市
の
オ

ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
星
野
建
一

郎
さ
ん
が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

表
彰
を
、
齋
藤
甲
一
さ
ん
が
千
葉

地
方
法
務
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
、
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
の
貢
献
と
人
権
問
題
に
対

す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
認
め

ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
　
毎
月
第
２
火
曜
日

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
人
権

推
進
室
☎

１
３
６

齋藤　甲一さん 星野建一郎さん

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

10

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事
説
明
会
・
酒
々
井

﹃
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
﹄
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す



　
町
植
物
防
疫
協
会
で
は
、
病
害

虫
の
防
除
効
果
を
高
品
質
な
米
生

産
と
、
農
業
者
の
省
力
の
た
め
、

水
稲
の
共
同
防
除
を
実
施
し
ま
す
。

日
 
時
　
７
月
24
日
㈰
　

　
　
　
　
４
時
30
分
�
９
時
頃

※
天
候
に
よ
り
、
実
施
期
日
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

散
布
地
域
　
町
内
全
域
の
散
布
希

望
水
田

※
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ

い
た
も
の
が
使
用
さ
れ
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
の
散
布
は
、
周
辺

へ
の
飛
散
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
念
の
た
め
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

防
除
実
施
中
の
水
田
へ
は
立
ち

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

水
田
付
近
に
は
、
自
転
車
を
止

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆ 

万
一
、
薬
剤
が
身
体
や
車
両
等

に
か
か
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
水
で
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
時
期
は
、
近
隣
市
町
で
も

農
薬
を
散
布
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
農
政

振
興
班
☎

３
４
１ 

・
３
４
３

　
印
旛
沼
周
辺
に
は
、
多
く
の
土

地
改
良
施
設
が
あ
り
、
水
辺
の
ほ

と
ん
ど
は
大
変
危
険
な
場
所
で
す
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
毎
年
、
水
辺

で
の
死
亡
事
故
等
が
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の

よ
う
な
場
所
に
は
、
近
づ
か
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
小
さ
い
子
ど
も
は
、
ど

の
よ
う
な
場
所
が
危
険
な
の
か
判

断
で
き
ま
せ
ん
。
家
族
の
皆
さ
ん

で
十
分
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

　
水
田
の
水
管
理
を
す
る
た
め
、

こ
の
付
近
は
、
見
た
目
よ
り
は
る

か
に
流
れ
が
速
く
強
力
で
大
変
危

険
で
す
。
ま
た
、
大
き
な
ポ
ン
プ

を
運
転
す
る
た
め
高
圧
の
電
気
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
揚
水
機
場
で
く
み
上
げ
た
水
は
、

水
路
を
通
り
、
遠
く
の
水
田
ま
で

水
を
供
給
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

水
の
流
れ
が
速
く
そ
の
先
が
地
下

埋
設
管
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
小
水
路
も
危
険
な
場
所
で

す
。
ま
た
、
水
槽
は
、
大
変
深
く

な
っ
て
お
り
危
険
な
場
所
で
す
。

　
こ
の
付
近
は
滝
つ
ぼ
の
よ
う
に

深
く
な
っ
て
い
て
大
変
危
険
な
場

所
で
す
。
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を

見
か
け
た
ら
一
声
か
け
て
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
印
旛
沼
土
地
改
良

区
☎
（
４
８
４
）
１
１
５
５

 

・
ご
み
は
分
別
し
て
、
町
指
定

の
袋
で
口
を
し
っ
か
り
結
び
、
決

め
ら
れ
た
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
収
集
日
の
前
日
や
夜
間
等
、

収
集
日
以
外
は
絶
対
に
ご
み
を
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

・
公
共
の
施
設
に
設
置
し
て
あ

る
ご
み
箱
に
は
、
家
庭
ご
み
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
経
済
環
境
課
環
境

班
☎

３
４
２ 

・
３
４
４

　
役
場
東
庁
舎
は
、
平
成
２
年
度

に
建
設
さ
れ
町
の
事
務
室
と
し
て

使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化

し
耐
震
性
能
も
低
い
状
態
で
あ

り
、
平
成
27
年
度
に
役
場
分
庁
舎

が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
28

年
度
中
に
解
体
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
に
用
事
の
な
い
方

は
、
役
場
駐
車
場
に
は
駐
車
し
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
管
財

班
☎

２
２
６

　
移
動
交
番
は
各
種
届
け
出
の
受

理
や
周
辺
の
警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
等
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
情
報
発
信
や
犯
罪
抑
止
活

動
を
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
�

７
月
６
日
㈬
　
10
時
�
11
時
30
分

７
月
12
日
㈫
　
10
時
�
11
時
30
分

７
月
28
日
㈭
　
10
時
�
11
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
�
ト

７
月
６
日
㈬
　
14
時
�
15
時
30
分

７
月
21
日
㈭
　
14
時
�
15
時
30
分

※
予
定
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
警
察
署
地
域

課
移
動
交
番
係
☎
（
４
８
４
）

０
１
１
０

ラジコンヘリコプターで
水稲の病害虫を防除します

水
辺
は
危
険

ご
み
の
出
し
方

子どもを
見かけたら
注意を

揚
排
水
路
機
場

の
付
近

用
水
路
、排
水
路
、

吐
き
出
し
水
槽
、分
水
槽

堰せ
き

、
水
門
、

落
差
工
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7 月の移動交番
開設日

役
場
東
庁
舎

解
体
の
お
知
ら
せ

開
設
予
定
日
時
と
場
所



＜表＞平成27年度対象事業一覧

団　体　名 事　業　名 事業の概要

東北復興支援
「ちばの絆」
プロジェクト
推進会議

「ちばの絆」プロ
ジェクト事業第２
弾　「ちばのふる
さとづくり」準備
事業 

「千葉氏」が町開きした町の住民として、歴史と文化に根ざした住民の絆
を強化し、町のコミュニティー機能を高める。同時に東北被災地の多くが、

「千葉氏」が町開きしたという歴史的事実から「千葉氏の縁」により、東
北被災地の復興支援、および住民同士の交流を促進する。

ＮＰＯ法人
輝け酒々井
まちづくり
研究会

町民相互の絆づく
りとまちづくり活
動団体交流事業 

町民一人ひとりが生きがいを持って暮らせる住み良いまちを造るには、町
民がまちづくり活動を理解し、この活動に積極的に参加する意識が重要と
考え、様々な活動を行うことによって意識の高揚を図る。

しすい花植隊
町内の駅周辺公共
用地の除草・花植
え美化事業

町内の駅周辺の公共用地は、草の繁茂が旺盛で雑草に覆われた状態に置か
れて、町の玄関口として望ましくない状況が頻繁に発生している。このよ
うな状況を回避すべく、除草・花植え活動を適時に実施して駅周辺の公共
用地の美化に努める。

酒々井町
レンタサイクル
の会

酒々井町における
レンタサイクルの
運営

酒々井町には史蹟や豊かな自然に恵まれた良さがあるが、町民を含め対外
的にもあまり知られていない。町内周遊が手軽にできる手段として、レン
タサイクルを導入し、町内・町外の方々に町の良さを知ってもらう。

墨ウエルカム
ロード実行委員
会

墨ウエルカムロー
ド周辺クリーン
アップ作戦

県道沿いで荒れたままになっている畑および耕作しないで空いている畑を
無償で借受、クリーンにして花を植え景観美化を高める。訪れる人々に爽
やかな楽しい気持ちになって頂くと同時に地域、町のクオリティーも上が
る。自分たちのできる事から始める協働のまちづくりへと発展させていく。

井戸端友の会

地域の絆づくり
「子育て支援及び
高齢者の健康づく
り」の活動

これからの酒々井町を担う、子育て世代の町民に交流の場を提供し、世代
間の交流・町民の絆づくりを目標に活動を行い、子育て支援事業を通して
酒々井町の活性化に寄与すべく、地域の絆づくりに取り組むことを目的と
する。

酒々井
おもちゃの病院

酒々井おもちゃ病
院の開設による
キッズとシニアへ
の相互社会貢献 

故障したおもちゃを再生することで、直る＝イノチ、の大切さとモノを大
事にすることや、おもちゃが本来持つ学習能力の向上、動くことへの探求
心の育成などを通して子どもと子育てに優しいまちづくりと、ボランティ
アを募り、シニアの活動の場づくりを提供する。

駅上文庫
ボランティア
グループ

町民からの寄贈図
書の無償貸し出し
事業

町内の読書愛好家のもとに保管されている愛蔵本の寄贈を受けて、貸本と
して利便性の高い駅で無償利用出来る仕組みを作ることによって、愛蔵本
の再利用を図り町内在住者の知的水準の向上と読書愛好者および青少年・
幼児等への便宜を提供しようとするボランティア活動。

酒々井宣伝部

ツア婚IN SHISUI
「男女の出会いと
酒々井の魅力・酒
と女と男と涙」

若者同士の交流を通じ、
１　出会いと交流の機会促進　　２　酒々井町の観光と地域経済の活性化
３　酒々井町の魅力と情報発信
の３つを実現する。

　
５
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で

「
平
成
27
年
度
住
民
公
益
活
動
補

助
金
実
績
報
告
会
」が
開
催
さ
れ
、

〈
表
〉
の
と
お
り
、
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
９
団
体
か
ら
各
事
業

の
成
果
と
効
果
、
感
想
な
ど
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
業
を
評
価
す
る
審
査
委
員
か

ら
は
、
日
頃
の
活
動
に
対
し
て
感

謝
の
言
葉
と
今
後
の
課
題
等
を
含

め
た
意
見
と
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。
様
々
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
、
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
一
層
の
期
待
と
関
心
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

３
６
１

12

報
告
し
ま
す
！

わ
た
し
た
ち
の
住
民
活
動

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り



　「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
」
は
戦
国
時

代
、
千
葉
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
本
佐
倉
城
の

城
下
の
酒
々
井
町
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼
の

歴
史
を
戦
国
時
代
、
千
葉
氏
、
本
佐
倉
城
、

野の

ま馬
・
馬ま

ま
き牧
、
仮
装
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
酒
々

井
町
の
ま
つ
り
」
と
し
て
現
代
に
復
活
さ
せ

る
試
み
で
す
。

　
今
年
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

協
働
の
も
と
、
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
活
用
し
４
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
﹃
千
葉
氏
の
ま
つ
り
﹄
復
活

　 

戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代
中
頃
ま
で
酒
々

井
町
で
行
わ
れ
て
い
た
競
馬
神
事
を
中
心

と
し
た
千
葉
氏
の
ま
つ
り
を
模
擬
復
活
し

ま
す
。
今
年
度
は
10
月
２
日
㈰
に
開
催
し

ま
す
。
　
　

②
イ
ベ
ン
ト
雰
囲
気
の
醸
成

　 

町
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭

礼
を
「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
」
と
関

連
付
け
一
体
感
の
あ
る
祭
り
と
し
、
町
全

体
の
イ
ベ
ン
ト
雰
囲
気
を
醸
成
し
ま
す
。

③
千
葉
氏
と
馬
・
牧
の
文
化
を
再
発
見

　 
全
国
に
広
が
り
を
持
つ
千
葉
氏
と
、
そ
の

祭
り
を
通
じ
千
葉
氏
と
所
縁
の
あ
る
自
治

体
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

④
継
続
体
制
と
仕
組
み
の
構
築

　 「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
」
が
継
続
で

き
る
よ
う
体
制
・
仕
組
み
の
構
築
、
人
材

の
育
成
に
住
民
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
班

☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

平
成
28
年
度
﹁
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
﹂

 
町
で
は
�
歴
史
遺
産
を
活
用
し
�
町
民
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
�
イ
メ
�
ジ
の
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
形
成
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
�
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
行
わ
れ
た
祭
礼
の
復
活
事
業

﹁
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
﹂
を
開
催
し
ま
す
。

戦国時代の
祭礼復活
平成28年度

10/2㈰

＊ ＊ ＊　参 加 者 募 集　＊ ＊ ＊

　町民の皆さんに古くから続く町の歴史を
学んでもらうため、スタディツアーを実施
します。

① 獅子舞スタディツアー　町内２か所で行われる「墨の獅子舞」、「馬橋の
獅子舞」のスタディツアーを実施します。

募集人数　各ツアー 15 人程度

② 相
そ う ま

馬野
の ま

馬追
おい

スタディツアー
　 福島県南相馬市の伝統行事で７月下旬に行われる「相馬野馬追」のスタ

ディツアーを実施します。
募集人数　20 人程度（先着順）
費　　用　15,000円程度（旅費・見学費）　
期　　間　１泊２日（宿泊は、相部屋の場合が
　　　　　あります。）
※スタディツアーの詳細については、町ホームページにて７月初旬に掲載します。

　戦国時代絵巻さながらの
「馬鹿乗り」に仮装して参加
してみてはいかがでしょう
か、また「競馬」の模擬復
活への参加もお待ちしていま
す。
　詳細については、広報等で
随時お知らせいたします。

町の歴史・文化を
学んでみませんか
…スタディツアーを実施…

千葉氏まつりに
参加しませんか
…仮装・競馬が復活…

問い合わせ　中央公民館　☎（496）5321

を
開
催

戦国の風流・
　当時の『千葉氏のまつり』

　町に千葉氏が本佐倉城を築き、城下

町ができたのは延徳 2（1490）年 8 月

12 日です。この日以降、昭和初期まで

本佐倉城の鎮守である八幡神社（佐倉

市大佐倉）祭礼として行われてきました。

　祭礼は「神
み こ し と ぎ ょ

輿渡御」、「馬
ば か の

鹿乗り」、「競
きそいうま

馬」

からなり、本佐倉城下の祭りとして、ほ

ぼ現在の町全体が参加していました。
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　『ちび天』の愛称で親しまれている「酒々井ちびっこ
天国」には、全長３８０メートルの流水プールや波のプー
ル、ちびっこプールなどの大小４つのプールがあり、大
人から子どもまで楽しむことができます。
【夏季プール】
開園期間　７月１６日㈯～８月３１日㈬
※なお、７月１９日㈫～２２日㈮は休園
開園時間　９時～ 17 時
入園料　３歳以下・７５歳以上は無料
大人 1,200 円、シニア（65 歳～ 74 歳）600 円、高校
生、800 円、小中学生 400 円、４歳以上 200 円
問い合わせ　酒々井ちびっこ天国☎（４９６）２６１１

日　時　７月２３日㈯　
　　　　18 時 45 分～ 21 時
会　場　役場駐車場
※雨天時（中央公民館講堂）
上映映画　ミニオンズ
入場料　無料（事前申込不要）
※映画上映前に「紙芝居の会」による紙芝居の上演があ
ります。
問い合わせ　生涯学習課社会教育班
☎（４９６）５３３４

　子どもたちと大学生、
地域の方々でつくり上
げる夏祭りを一緒に盛
り上げてくださる方を
募集します。
募集内容　①出演団体
②模擬店の売り子の協
力者
①②いずれも希望者多
数の場合は抽選
申込期限　７月１５日㈮
開催日時　８月６日㈯　16 時～ 20 時（雨天順延）
会　　場　役場駐車場
申し込み・問い合わせ　Ｂ‐Ｎet 子どもセンター
☎（４９６）６３５３、　　 （４９６）６３２７
　 b-netkodomo@center.email.ne.jp

日　時　７月16日㈯ ※雨天決行
　　　　16時30分～18時30分
会　場　岩橋保育園の園庭
内　容　各種ゲーム、模擬店（フリーマーケット、焼き
そば、フランクフルト、ゼリーなど）
問い合わせ　岩橋保育園☎（４９６）１６２５

販売日時　７月１日㈮～15日㈮　10時～15時
　　　　※７月16日㈯～18日㈪は販売しません。
販売場所　酒々井ちびっこ天国管理棟1階券売所
販売枚数　１人４枚まで
前売り券の金額　大人840円　シニア420円　
　高校生560円　小中学生280円　４歳以上140円
※住所が確認できるものをご用意ください。

町民の皆さんに、料金３割引の
お得な前売り券を販売

岩橋保育園夕涼み会
（保護者会主催）

日　時　８月６日㈯　19時～22時
　　　　雨天順延の場合は７日㈰
会　場　西蔵院　（京成酒々井駅近く）
内　容　盆踊り（飛び入り参加歓迎）、模擬店
ビンゴゲーム、花火大会（20時ころ）
問い合わせ　中川祭礼委員長　青木利夫
☎（４９６）０９４３

中川の祭礼
気軽にご参加ください

酒々井ちびっこ天国
星空の映写会

～一人ひとりが主役の熱い夏～

～出演団体募集中～

第10回 B-Net
　　　子ども夏祭り

7月16日㈯オープン！
家族みんなで楽しめる

の思い出づくりに出かけてみませんかの思い出づくりに出かけてみませんかの思い出づくりに出かけてみませんか夏夏
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　順天堂大学を卒業後、教師として「幸せの国」と呼ばれるブータンで体育を教え、現在はブータン写真家

として活動している、関健作さんによる講演会を開催します。

　家族との時間や心のあり方などを重視するブータン。価値観の違う人たちとの交流の中で、学ぶことはた

くさんあります。

　幸福とは何か、この機会に今一度考えてみませんか。

講　師　写真家　関　健作さん　　

日　時　７月２８日㈭　１４時～１５時３０分

受　付　１３時３０分～

会　場　プリミエール酒々井文化ホール

定　員　３５０人（先着順）

入場料　無料（事前申込不要）

問い合わせ　生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４

関　健作さん講演会
～幸せの国ブータンが教えてくれたこと～

人権教育セミナー

関　健作さん

　地域に眠る資源（魅力）を発掘し、その資源を
生かしたまちづくりを住民が皆で学ぶ「まちづく
りセミナー」を開講します。第１・２回は生涯学
習の第一人者である福留強氏（ＮＰＯ法人全国生
涯学習まちづくり協会理事長）によるセミナーを
開催します。このセミナーでは、箱物の博物館で
はなく、地域にある自然・遺跡のほか歴史や伝説
などを探し、その魅力を引き出していくことなど
を学びます。
　このような取り組みを「エコミュージアム」と
言います。申し込み制ですが、当日参加も歓迎し
ます。３回目以降のテーマについては順次お知ら
せします。

日　時　①７月７日㈭　②７月２８日㈭
　　　　１７時３０分～１９時３０分　
テーマ　 ①生涯学習でまちが変わる～観光のまち

づくり～　②地方創生と創年活動の意義
会　場　①、②とも中央公民館研修室
定　員　①、②とも各４０人
参加費　無料
申込方法　電話または住民協働課窓口で直接お申
し込みください。
問い合わせ　住民協働課活動推進班
☎  ３６１・３６２

日　時　８月７日㈰
※雨天の場合は８月２０日㈯に延期します。
集合時間　中学生　８時～、一般　１１時～
会　場　総合公園テニスコート
競技種目　中学生男子ダブルス、中学生女子ダブルス、
一般男子ダブルス、一般女子ダブルス
※ペアが組めない方はお申し出ください。
対　象　町内在住・在勤者
参加費　中学生…無料、一般…５００円（保険等）
※当日集金します。
申込期限　７月２２日㈮
申し込み・問い合わせ　町体育協会ソフトテニス専門部
　浪岡☎（４９６）２６８９

　小学生から高齢者まで気軽にスポーツを楽しめます。
＜７月の日程＞　6日㈬、13日㈬、20日㈬、27日㈬
時　間　19時～21時
※時間内であれば自由に出入りできます。
会　場　酒々井中学校体育館
種　目　ソフトバレーボール、バドポンなどの軽スポーツ
対　象　小学生以上の方　
参加費　無料
参加方法　直接会場にお越しください。
問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班
☎（４９６）５３３４

― 町がまるごと博物館 ―
まちづくりセミナー参加者募集

今月のライトスポーツクラブ

町民ソフトテニス大会
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伊藤 桃花ちゃん(右)　(中央台)
＜平成２３年９月２日生まれ＞

伊藤 楓花ちゃん(左)
＜平成２６年９月２０日生まれ＞
（家族から一言）
　にぎやかで楽しい毎日をありがとう

252

もも か

ふう か

　
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
発
展

に
貢
献
し
た
方
や
各
種
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
方
を
表
彰
す

る
「
町
体
育
協
会
表
彰
式
」
が
５

月
14
日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
剣
道
を
は
じ
め
３

団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
功
労
者

３
人
と
昨
年
度
の
郡
市
民
体
育
大

会
で
優
勝
し
た
柔
道
チ
ー
ム
、
陸

上
を
は
じ
め
４
団
体
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
優
秀
選
手
７
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
門
部

が
長
年
の
活
動
を
評
価
さ
れ
、
特

別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
労
表
彰
】

梅う
め
む
ら村

　
益ま

す
し司

（
剣
道
）

佐さ
と
う藤

　
由ゆ

み美
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

高た
か
は
し橋

　
義よ

し
か
ず和
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

【
優
秀
選
手
表
彰
】

柔
道
チ
ー
ム

柴し
ば

　
文ふ

み
ひ
と人
・
鳥と

り
い居

　
泰や

す
な
り成

　
　
　
　
　 

（
陸
上
競
技
）

高た
か
は
し橋

　
正ま

さ
ひ
ろ浩

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

写
真
前
列
右
か
ら
高
橋
正
浩
さ
ん
、

高
橋
義
和
さ
ん
、
遠
藤
空
流
さ
ん
、

佐
藤
由
美
さ
ん
、
後
列
右
か
ら
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
専
門
部
の
八
巻
隆
さ
ん
、

梅
村
益
司
さ
ん
、
柔
道
チ
ー
ム
の
鈴

木
正
一
さ
ん
、
渡
井
明
道
さ
ん

渡わ
た
い井

　
明あ

き
み
ち道
（
柔
道
）

遠え
ん
ど
う藤

　
空く

う
る流
・
佐さ

と
う藤

　
喜き

た

ろ

う

太
郎
・

小こ
い
で出

　
亜あ

や

め

弥
芽
（
空
手
道
）

【
特
別
表
彰
】

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
専
門
部

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

　春季町民卓球大会が５月２２日、酒々井小学校体育館で開
かれました。小学生の部から一般男女の部まで５８人の参加
があり、各部門とも熱戦が繰り広げられました。
　なお、今大会で入賞した方は次のとおりです。（敬称略）

【一般男子】

優　勝　清
し み ず

水　　朗
あきら

準優勝　大
おおみや

宮　隆
りゅうが

雅

第３位　松
まつしま

島　光
みつたか

孝

　　　　飯
いいやま

山　久
ひさたか

貴

【中学生女子】

優　勝　酒
さ か い

井　彩
あ や な

名

準優勝　桑
くわばら

原みのり

第３位　湯
ゆ あ さ

浅　愛
あ み

実　

　　　　加
か の う

納　実
み か

果

【一般女子】

優　勝　石
い し の

埜　京
きょうこ

子

準優勝　岩
いわさき

崎紗
さ り な

理奈

第３位　竹
たけざわ

澤　節
せ つ こ

子

　　　　松
まつなが

長　美
み よ

代

【小学生の部】

優　勝　酒
さ か い

井惇
じゅんのすけ

之介

準優勝　斉
さいとう

藤　陽
は る か

夏

第３位　伊
い と う

藤　樹
じ ゅ あ

愛　

　　　　青
あおやま

山　千
ち づ る

鶴

【中学生男子】

優　勝　渡
わたなべ

部　琉
りゅうび

日

準優勝　成
なりかわ

川　　輔
たすく

第３位　荒
あ ら い

井　航
こういち

一　

　　　　折
お り と

戸　天
そ ら

空

【混合ダブルス】

優　勝　飯
いいやま

山・藤
ふ じ え

江組

準優勝　清
し み ず

水・久
く ぼ た

保田組

第３位　和
い ず み

泉・岩
いわさき

崎組

　　　　松
まつしま

島・竹
たけざわ

澤組

春季町民卓球大会　結果
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♦ 

短
　
歌

♦ 

俳
　
句

降
る
雨
に
庭
の
ま
白
き
紫あ

じ

さ

い

陽
花
の
茎く
き

お
も
お
も
と
地
に
た
わ
み
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

見
舞
ひ
た
る
兵
隊
さ
ん
に
「
こ
の
花
は
」
と
問
は
れ
紫し

ら

ん蘭
と
答
へ
た
り
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

鯉
の
ぼ
り
に
届
け
と
ぶ
ら
ん
こ
漕
ぐ
男お

の
子
輝
く
瞳
手
力
つ
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

街
路
樹
の
緑
も
山
も
湧
く
水
も
思
ひ
出い

づ
る
地
地な

い震
に
崩
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

時と

き季
来
れ
ば
白
藤
咲
き
て
香
り
満
ち
次
代
に
継
ぎ
た
く
子
に
云
い
伝
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
輝
子

万
緑
や
襖
絵
暗
き
小
御
所
の
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

田
植
え
終
う
田
毎
の
水
の
澄
み
ゆ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
　
波
葉

五
月
晴
れ
百
花
の
匂
ふ
大
地
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
　
裕
子

母
の
日
の
母
は
白
寿
を
間
近
に
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
　
　
利
美

⾭
田
風
ほ
ほ
え
み
あ
っ
て
道
祖
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
居
美
智
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
と
お
り
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
金
銭
）

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　 

　
２
万
円

・
木
曜
の
部
屋
　
　 

１
万
３
千
円

あ
り
が
と
う

・�

佐
倉
交
通
安
全
協
会

　
酒
々
井
支
部
　
　
　
　 

１
万
円

・�

お
じ
さ
ん
ず
ラ
イ
ブ
実
行
委
員

　
会
　
　
　
　
　 

２
千
５
６
６
円

　
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
と
な
っ
た

5
月
22
日
、
町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
が
大
室
台
小
学
校
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
46
組
１
６
１
人
の
参
加
者
は
、

優
勝
を
目
指
し
て
元
気
よ
く
ス
タ

ー
ト
。
約
４
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
用

意
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、

ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
新
緑
の
街
の

中
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が

楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
表
彰

式
で
は
「
勝
っ
タ
ネ
！
く
ん
」
が

優
勝
チ
ー
ム
を
祝
い
ま
し
た

　元気よくスタートする参加者

伝統の舞を見よう！伝統の舞を見よう！伝統の舞を見よう！

問い合わせ　生涯学習課文化財班
☎ （４９６）５３３４

高崎川

　県無形民俗文化財。1734年に墨村の鎮守六所神社の

社殿を新築し、その遷宮式に奉納するため、 出羽国羽黒

山から師を招いて伝授をうけたのが始まりと伝えられてい

ます。例年７月の中旬に墨の六所神社で演舞されます。

日　時　７月17日㈰　17時ごろ～ 

　町無形民俗文化財。鎮守香取神社の祭礼として、江戸

時代から伝承されており、五穀豊穣、家内安全、 悪疫退

散などの願いをかけて演舞されています。

　例年７月の中旬に馬橋の香取神社で演舞されています。

日　時　７月16日㈯　17時ごろ～ 

 「馬橋の獅子舞」「墨の獅子舞」
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申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
肥
満
予
防

や
脳
の
活
性
化
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
む
し

歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
の
豊
富
な
農
産
物

を
利
用
し
た
、
よ
く
か
む
お
弁
当
を
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

応
募
資
格
　
①
千
葉
県
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
さ
れ
て
い
る
方
　
②
コ
ン
ク
ー
ル
当
日

（
平
成
28
年
11
月
20
日
㈰
）
に
参
加
可
能
な

方
。

　
も
う
す
ぐ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏

に
負
け
な
い
た
め
に
、
旬
の
食
材
た
っ
ぷ
り

の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
を
作
り
ま
す
。
健
康
推
進

員
も
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
料
理
の
苦
手

な
方
も
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
 
時
　
７
月
14
日
㈭
　
10
時
�
13
時

会
 
場
　
中
央
公
民
館
調
理
室

講
 
師
　
栄
養
士
　
小
別
當
ひ
ろ
子
氏

内
 
容
　
食
育
講
話
、
調
理
実
習

参
加
費
　
５
０
０
円
（
食
材
料
費
と
し
て
、

当
日
集
金
し
ま
す
。）

持
ち
物
等
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
１

枚
、
手
拭
き
、
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
物

対
象
・
定
員
　
20
歳
以
上
の
方
20
人
（
申
込

先
着
順
）

大
人
の
食
育
教
室

参
加
者
募
集

応
募
作
品
の
規
定

〇
子
ど
も
向
き
の
お
弁
当

〇
家
庭
や
集
団
で
利
用
で
き
る

〇
よ
く
か
ん
で
味
わ
え
る
メ
ニ
�
ー

〇
１
人
分
５
０
０
円
前
後
の
食
材
と
す
る

〇
千
葉
県
の
農
水
産
物
を
利
用
す
る

〇
手
軽
に
作
れ
る
弁
当
メ
ニ
�
ー

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、
お
弁
当

２
人
分
の
献
立
を
記
入
の
う
え
、
自
分
で
作

っ
た
お
弁
当
１
個
分
の
写
真
と
返
信
用
封
筒

（
宛
先
を
記
入
し
82
円
切
手
を
貼
付
）
を
同

封
し
、
応
募
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
　
９
月
16
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
一
般
社
団
法
人
千

葉
県
歯
科
衛
生
士
会

〒
２
６
１
︲
０
０
０
２
　
千
葉
市
美
浜
区
新

港
32
︲
17
千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

（
２
４
１
）
９
９
０
３

＊ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.chiba-dha.net

　

※
申
込
用
紙
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
も
あ

り
ま
す
。

試
験
日
　
８
月
４
日
㈭

会
 
場
　
敬
愛
大
学
　
稲
毛
キ
�
ン
パ
ス
　

千
葉
市
稲
毛
区
穴
川
１
︲
５
︲
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願
書
配
布
場
所
　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務

課
（
千
葉
県
本
庁
舎
12
階
）、
印
旛
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
　

願
書
受
付
日
時
　
６
月
30
日
㈭
お
よ
び
７
月

１
日
㈮
　
９
時
30
分
�
11
時
30
分
、
13
時
�

16
時

受
付
場
所
　
千
葉
県
教
育
会
館
３
０
４
会
議

室問
い
合
わ
せ
　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

☎
（
２
２
３
）
２
６
１
８

か
む
子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子

料
理
コ
ン
ク
�
ル

�
健
康
か
み
か
み
弁
当
�

　今年も蚊が媒介する感染症が流行する恐れがあ
ります。一人一人が注意し、予防しましょう。
【デング熱とは・・・】
・ ヒトスジシマカ（ヤブ蚊）によって感染します。黒い

体に白いスジが入っているのが特徴の蚊です。
・ヒトからヒトへ直接は感染しません。
・ ２～15日の潜伏期間の後、およそ２～４割の人に

38度から40度の発熱で発症し、激しい頭痛、関節
痛、筋肉痛、発疹が現れます。通常、３～５日で解
熱し、解熱とともに発疹が現れます。重症化するこ
とは、ごくまれです。

・ デング熱の「ワクチン」や治療法はありません。か
かった時には、症状を和らげる対症療法を行いま
す。

【ジカウイルス感染症とは・・・】
・ デング熱と同じくヒトスジシマカ（ヤブ蚊）によっ

て感染します。その他の感染経路として、母子感染
（胎内感染）、輸血、性行為による感染経路等が
あります。

・ ２～12日（多くは２～７日）の潜伏期間の後、軽度
（38.5度未満）の発熱、関節痛、筋肉痛、斑丘疹、
結膜炎、疲労感、倦怠感が現れますが、感染して
も全員が発症するわけではなく、症状がないか、
症状が軽いため気付かないこともあります。 しか
し、妊娠中の女性が感染すると、胎児に小頭症な
どの先天性障害を起こす可能性があります。

・ ジカウイルス感染症の「ワクチン」や治療法はあり
ません。かかった時には、症状を和らげる対症療
法を行います。

【蚊媒介感染症を予防しよう！】
①蚊（ヒトスジシマカ）の発生を少なくしよう。
・ 屋外に置いてある、水がたまりそうな容器を撤去

する。又は毎週水が入っていないか確認し、水が
溜まっている容器は、空にして清掃する。※蚊が好
む住み家は、古タイヤ、水がめ、空き缶、雨水マス、
植木鉢の下の水受け皿などです。少ない水でも繁
殖できます。

②蚊に刺されないようにしよう。
・ 蚊がいそうな、緑が多い場所などに行く時は、長そ

で、長ズボンを着用し、虫よけを使用しましょう。
・ ヒトスジシマカは日中でも活動していますので、気

を付けましょう。
※ くわしい情報は・・・「デング熱に関するＱ＆Ａ」ま

たは「ジカウイルス感染症に関するＱ＆Ａ」で検索
してください！！

問い合わせ　保健センター　　

蚊媒介感染症(デング熱・
ジカウイルス感染症等)に
注意しましょう

平
成
28
年
度

毒
物
劇
物

取
扱
者
試
験
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ



＜表＞マタニティ・ママパパクラス日程等

日　　時 内　　　容

７月６日㈬
９時30分～12時

妊娠のしくみ・妊娠中の栄養
離乳食・調理体験

７月13日㈬
９時30分～12時

妊娠後期の過ごし方
呼吸法・分娩のしくみ

７月20日㈬
９時30分～12時

赤ちゃんの保育、
先輩ママとの交流
母乳栄養、お口のケア

７月30日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験・家族計画
もく浴・調乳実習
２人で行う妊婦体操

◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受付は、診療時間の15分前までとなります。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受付は、診療時間の15分前までとなります。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
電話 ＃8000
ダイヤル電話からは☎（242）9939

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

会場：保健センター

今月の行事

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG、麻しん風しん混合、不活化ポリオ（単
抗原）、4種混合、日本脳炎、ヒブ、小児用肺
炎球菌、水痘

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

診療日時

診　療　日 診療時間

月～土曜日 19時～翌日6時

日曜日・祝日

12月29日～1月3日

9時～17時  

19時～翌日6時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科

小 児 科

月～土曜日 19時～23時

日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～１月3日

10時～17時
19時～23時

外　　科

歯　　科

日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～１月3日

10時～17時

日 内　　　容 時　　　間

7日㈭

乳
児
相
談

10か月児
Ｈ27. 8月生

受付　10時～11時

4か月児
Ｈ28. 2月生

受付
13時30分～14時30分

14日㈭
27日㈬

ゆりかごルーム 9時30分～12時

21日㈭
3歳児健康診査
Ｈ24.12月、H25.1月生

受付
12時45分～13時15分

4日㈪
25日㈪

健康相談
歯科健康相談

9時30分～11時

　
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
友
達
作
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
 〈
表
〉
の
と
お
り

会
 
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

費
 
用
　
無
料

申
込
方
法
　
各
回
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
１
回
だ
け
の
参
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も
で
き
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す
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※
４
回
目
は
ご
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方
も
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加
で
き
ま

す
。
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タ
ー
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ク
ラ
ス
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　社会福祉協議会では、７月１日㈮から
２９日㈮までの１カ月間、行政連絡員を
通じて一般会費の納入をお願いしていま
す。この会費は、社会福祉協議会が地
域に根ざした福祉活動を行うための大切
な財源となります。町民の皆さんのご協
力をお願いします。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５

　平成２９年度４月１日付けで採用す
る職員を次のとおり募集し、採用試験
を行います。
採用予定　消防職４人程度、救急救命
士２人程度

試験　印旛郡市職員採用共同試験によ
る
試験日　９月１８日㈰
会場　佐倉中学校
受付期間　７月２６日㈫～８月１２日㈮

（郵送の場合は、８月１２日㈮消印有効）
※申込書は、消防署、出張所の窓口で
７月上旬から配布する予定です。
受験資格　【消防職】　昭和６３年４月
２日から平成１１年４月１日生まれ　

【救急救命士】　昭和６３年４月２日か
ら平成９年４月１日までに生まれた方
で、救急救命士資格取得者または平成
２９年春季までに資格取得見込者
※他にもいくつか受験資格の制限があり
ますので、詳しくはお問い合わせください。
※消防職、救急救命士とも学歴は問い
ません。
申し込み・問い合わせ　〒２８５－
８６１９　佐倉市大蛇町２８１番地　
佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本
部総務課☎（４８１）１１９０

納付期限
　8月1日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 2 期
第１期
第１期
第１期

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　 4月１日㈮～5月2日㈪
固定資産課税台帳の閲覧　　　4月１日㈮～随時
平成28年度の固定資産税納税通知書は4月11日㈪に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班　☎　114・115内

7月の

　エコトピア酒々井では、恒例の「夕
涼み会」を前に職員と一緒に草刈りし
ていただける方を募集します。
　高校生・大学生、子ども連れも大歓
迎です。
日時　７月１６日㈯ ９時～１１時　
※雨天順延
申込方法　事前に電話でエコトピア酒々
井にお申し込みください。また、当施設
では、地域の方 と々の交流を深めるため、
多方面で活躍してくださるボランティアの
方を随時受け付けています。ぜひこの機
会に「ボランティア登録」をお願いします。
申し込み・問い合わせ　特別養護老人
ホーム・エコトピア酒々井　 吉 田 ☎

（４９６）１９１０
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相　談

社会福祉協議会一般会費に
ご協力をお願いします

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 7日㈭、21日㈭ 　13時～16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会 ☎（４９６）６６３５
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の３日前までに電話予約が必要です。

（先着１日６件まで）
法律相談 14日㈭、28日㈭　13時～16時　社会福祉協議会

人権相談 12日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室 ☎ １３６

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班 ☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター ☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 12日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班 ☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班 ☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
１日㈮  　10時～15時　町民相談室
15日㈮　  10時～15時　役場中央庁舎１階会議室
29日㈮  　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班 ☎ ３４５

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園 ☎（４８１）７０２１
中央保育園 ☎（４９６）１２７４

年金相談
14日㈭　10時～15時　
税務住民課年金班へお越しください。

税務住民課年金班 ☎ １２１・１２２

佐倉市八街市酒々井町消防組合職員
採用試験のお知らせ

募　集

エコトピア酒々井
ボランティアの募集



　印旛郡市７市町の文化協会等の舞台
部門サークルが日頃の生涯学習の成果を
披露します。町文化協会からは、アンサ
ンブルディオン、三線かりゆしドーイ、江
川信風会の３サークルが出演します。見
応え、聴き応えのある舞台です。どうぞ
お気軽にお越しください。
日時　７月１６日㈯ ９時３０分開演
会場　プリミエール酒々井 文化ホール
入場料　無料
主催　印旛郡市文化団体連絡協議会
問い合わせ　町社会教育関係団体　
酒々井町文化 協会　岩崎☎（４９６）
３６０３

【犬のしつけ方教室】

（１）　基礎講座
日時 ７月２０日㈬、８月１７日㈬
１２時３０分～１４時 
※受付１２時～１２時３０分
定員　先着３０組
受講料　無料（随時予約制）
 （２）　実技講座
日時 ７月２１日㈭、８月１８日㈭
９時３０分～１１時３０分 
※受付９時～９時３０分
定員　先着３０組
受講料　３，０００円（税別）

【パピークラス】

　職員から子犬の飼い方しつけ方を学び
模範的飼い主を目指します。
日時　７月２４日㈰、８月２０日㈯、
９月２４日㈯（随時予約制・無料）

【一般譲渡会】

　センターの成犬・成猫を譲渡します。
日時　７月７日㈭、２４日㈰、８月２５日
㈭、９月８日㈭、２４日㈯　１３時３０分
～１５時 ※受付１３時～１３時３０分（直
接受付時間にお越しください・無料）

【飼い主さがしの会】

日時　７月９日㈯、８月６日㈯、９月３日㈯
・犬猫の欲しい方 ※受付９時～９時30分
・犬猫をあげたい方 ※受付９時30分～

１０時（随時予約制・無料）
会場　各事業とも千葉県動物愛護セン
ター（富里市御料７０９‐１）
問い合わせ　各事業の詳細については
千葉県動物愛護センター☎０４７６（９３）
５７１１ ※受付８時３０分～１７時１５分
　

①【防災について学ぼう】
日時　７月２９日㈮１０時～１２時
定員　３０人 ※参加費（無料）
会場　社会福祉協議会２階会議室
講師　地域防災ボランティア　鶴岡恵
美子さん
②【千葉県西部防災センター（松戸市）
見学】
※地震、消火器等の体験学習
開催日　８月３日㈬
集合　８時１５分までに役場駐車場の町
バス前に集合
定員　３０人 ※参加費 １人３００円（当
日集金）
※小学３年生以下は保護者同伴で参加し
てください。
※昼食にお弁当を用意します。
※帰りは１５時頃の予定です。
申込期限　①、②ともに７月２２日㈮　
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

日時　８月８日㈪　１０時～１２時
定員　３０人 ※参加費(無料)
内容　災害時に自分たちでできることを
考えてみよう
会場　社会福祉協議会２階会議室
申込期限　７月２９日㈮
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　各団体の出し物やボランティアによ
る手話ダンス、参加者全員でのゲーム
大会など楽しく過ごしていただけるプ
ログラムを計画しています。町内在住
で障害のある人はどなたでも参加でき
ますので、お気軽にご参加ください。

日時　７月２３日㈯ １０時～１４時　
※昼食をご用意します。
会場　中央公民館　講堂
申込期限　７月１５日㈮
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　千葉県福祉人材センターでは、社会
福祉施設・事業所等へ就職を希望する
方を対象に、「福祉のしごと就職フェア・
inちば」を開催します。
日時　７月１７日㈰ １３時～１６時
会場　幕張メッセ国際会議場　コンベ
ンションホール他
参加費 　無料、履歴書不要
申込方法　開催当日、直接会場へお越
しください。
問い合わせ　千葉県社会福祉協議会　
千葉県 福祉人材センター☎（ ２２２）
１２９４     

 http:/ /www.chibakenshakyo.net/

日程　７月２８日㈭ （６便運行・各２艇）
第１便：９時～１０時、第２便：１０時～
１１時、第３便：１１時～１２時、第４便：
１３時～１４時、第５便：１４時～１５時、
第６便：１５時～１６時　※１５分前から
受付
※悪天候の場合は中止（順延なし）
集合場所　佐倉ふるさと広場 
募集定員　各便２０人（印旛沼流域内の
住民　計１２０人応募多数の場合は抽選）
参加費　１００円（保険料込）
主催　公益財団法人印旛沼環境基金、
印旛沼水質保全協議会
申込方法　往復はがきに、①第１希望便
②第２希望便③参加人数（１枚５人まで）
④乗船希望者全員の氏名、年齢、性別、
郵便番号、住所、電話番号を明記し郵送
郵送先　〒２８５－８５３３　佐倉市宮
小路町１２番地　公益財団法人印旛沼
環境基金
締め切り日　７月１１日㈪消印有効
問い合わせ　公益財団法人印旛沼環境
基金☎（４８５）０３９７

朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

インフォメーション

第7回印旛郡市文化フォーラム

親子ボランティア講座

H28. 7. 1 21

催し・講座

千葉県動物愛護センター
動物愛護事業

中学生・高校生対象に
夏休みボランティアスクール

障害のある人同士の交流
『ひなげしの会』のご案内

平成28年度 第1回
「福祉のしごと就職フェア・inちば」

印旛沼観光船による
印旛沼観察会
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「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！
申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　９月号掲載希望者は７月25日㈪までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　 05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　 10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　 20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企
画財政課広報広聴班までお問い合わせください。
☎（496）1171　223内

【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※ＣＤに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問

休日窓口開庁日
31日㈰ 8:30 ～ 12:00

　5 月 21日、しすい・ハーブガーデンを会場に、

恒例の「しすい・ハーブガーデンまつり」が開か

れました。初夏のさわやかな陽気の中、町内外か

ら多くの家族連れが、同ハーブカーデンを訪れ、

園内に咲く約 150 種類のハーブの花を見ながら

散策したり、ハーブの苗を購入したりと思い思い

に過ごしていました。また、会場ではウクレレサー

クルの演奏なども行われ、訪れた方々を楽しませ

ていました。
ウクレレが演奏される中、ハーブガーデンを訪れる来園者

日　　時 内　　　容
１日㈮ 11時 ギター演奏（飯田さん）
４日㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
５日㈫ 11時 ぱくぱく教室（栄養士による栄養相談）
６日㈬ 11時 ふれあい遊び・親子で体操
12日㈫ 11時 つくってあそぼう
15日㈮ 11時 わらべうたであそぼう
19日㈫ 11時 読み聞かせ
22日㈮ 11時 0歳児のための読み聞かせ
25日㈪ 10時30分 折り紙の会
26日㈫ 11時 誕生会

会場　しすいあいあいルーム　役場西庁舎１階
問い合わせ　こども課子育て支援班☎ ３７２

日　　時 内　　　容
11日㈪ 10時30分 作ってあそぼう（うちわ製作）
14日㈭ 10時10分 熱中症・あせも・夏の感染症予防

19日㈫ 10時10分 はじめて見学会（こそだてルーム・昭
苑保育園の見学）

29日㈮ 10時 子育てリサイクルデー（古着・中古の玩具等）

会場・問い合わせ　昭苑保育園　☎（３１２）４７９７

保育園 開催日 内　　　容 対象

岩橋保育園
☎（481）7021

13日㈬ 紙芝居
乳
幼
児
と
保
護
者

27日㈬ 給食試食会
（要予約・限定5組）

中央保育園
☎（496）1274

６日㈬ 製作遊び
13日㈬・27日㈬ 親子で体操　
20日㈬ 読み聞かせ

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

しすい「あいあいルーム」

子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー

子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー

7月

4月

7月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp/TOSHOW/asp/
WwKensakuKani.aspx

休館日　文化ホール　４、11、19、25日
　　　　図書館　　　４、11、19、21、25日
問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　14日㈭　15時30分～
　　　　　　　24日㈰　15時～

図書館

みんなおいでよ！園庭開放

しょうえん「こども こそだてルーム」

しすい・ハーブガーデンまつり


